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     This paper aims to describe why sexual minorities’ 
libraries and archives are important. They have rare materials 
which are easy to lose in majority’s mainstream history. 
Minorities need places where they use such materials in safe. 
They are also useful to encourage minorities, to be the 
resources to write minorities’ own histories, to save themselves 
when disasters occur, and so on.  
 The interview research shows the LOUD (Lesbians 
of Undeniable Drive) library’s state, history, and some 
problems to solve in the future.  
 From over libraries and archives are important 
because not only they have their unique importance but also 
they have the function to re-product and to construct minorities’ 
communities. 
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 形成の規定構造が 2000 年から変化したのか，という点に着目する．そ




族構造を用いた分析を行う．そして MODEL2 では，MODEL1 で使用
した変数に，経済的資源に関する変数を加える．  MODEL1 において
確認された家族構造の影響が，MODEL2 において確認されなかった場
合，彼らの読解力形成における不利は経済的資源の少なさが原因とな
っていると考えられる  ．  














 仮説 1：2000 年のデータで母子世帯について支持された経済的資
源剥奪仮説は，2009 年，2012 年でも支持される．  
 仮説 2：経済的資源を統制した場合の母子世帯の影響は，2000 年
から変化していない．  
 
 前節でも触れたように 2002 年に，政策の転換が行われた．就労支援
‒ 32 ‒















使用するデータは「OECD 生徒の学習到達度調査 (Programme for 
International Student Assessment,以下 PISA)」である．PISA は 2000 年か
ら 3 年ごとに行われ，2012 年の調査が最新のものとなっている．日本
では高校 1 年生が調査対象となり，学力テストのほかに，生徒の家庭
環境や学習にかかわる様々なことを質問紙によって調査している．本
稿では PISA の中から，2000 年と 2009 年，そして 2012 年のデータを
















族構造を用いた分析を行う．そして MODEL2 では，MODEL1 で使用
した変数に，経済的資源に関する変数を加える．  MODEL1 において
確認された家族構造の影響が，MODEL2 において確認されなかった場
合，彼らの読解力形成における不利は経済的資源の少なさが原因とな
っていると考えられる  ．  














 仮説 1：2000 年のデータで母子世帯について支持された経済的資
源剥奪仮説は，2009 年，2012 年でも支持される．  
 仮説 2：経済的資源を統制した場合の母子世帯の影響は，2000 年
から変化していない．  
 
 前節でも触れたように 2002 年に，政策の転換が行われた．就労支援
‒ 33 ‒





100 冊以下，101 冊以上 500 以下，501 冊以上の 4 つのカテゴリを作成
し，分析では 501 冊以上のカテゴリを基準として用いている 5)．そし
て，統制変数として，生徒の性別，同居きょうだいの有無を用いてい
る．  
 最後に従属変数であるが，PISA の調査科目の 1 つである読解力を
従属変数とする．  PISA では生徒の読解力はテストの素点が用いられ
るのではなく，Plausible Value(PV)と呼ばれる値を使用している．これ
は生徒が受けたテストの結果から推定される事後分布から，無作為に
抽出され生徒に割り当てられたものである．PISA ではこの PV が科目
ごとに，生徒 1 人につき 5 つ割り当てられている．  

























比較してみると，2000 年では約 46 ポイントあった差が，2009 年で
は約 22 ポイント，2012 年では 38 ポイントとなり，2000 年から少し
ずつではあるものの読解力の差が減少している傾向が見て取れる．一
方で，母子世帯と二人親世帯を比較すると，2000 年の約 10 ポイント







きな差はない．しかし，母子世帯ではパートタイムが全体の 3 分の 1
を占めており，日本の母子世帯の特徴として指摘されていることと一
表1　使用する変数の記述統計
母子世帯 父子世帯 二人世帯 母子世帯 父子世帯 二人世帯 母子世帯 父子世帯 二人世帯
家族構造 8.9% 1.8% 89.3% 12.6% 2.6% 84.8% 10.5% 1.8% 87.7%
読解力平均*
　平均値(標準偏差) 519.2(80.3) 483.7(80.5) 529.7(79.2) 505.4(96.0) 504.8(87.2) 526.7(93.9) 515.6(93.0) 507.4(91.5) 546.2(90.8)
就業形態
　フルタイム 48.7% 88.1% 95.2% 59.6% 89.6% 94.5% 56.9% 89.4% 94.5%
　パート 33.4% 4.8% 3.0% 29.5% 7.6% 3.2% 31.2% 4.8% 3.6%
　求職 3.2% 2.4% 0.9% 4.4% 1.4% 1.1% 4.5% 2.9% 0.7%
　その他 14.6% 4.8% 0.9% 6.5% 1.4% 1.2% 7.5% 2.9% 1.2%
教育的資源
　平均値(標準偏差) -0.21(1.1) -0.31(1.3) 0.03(1.0) -0.43(1.0) -0.35(1.0) 0.08(1.0) -0.43(1.1) -0.32(1.0) 0.07(1.0)
本の冊数(％)
　10冊以下 15.4% 12.6% 11.2% 16.6% 17.4% 8.1% 17.4% 15.9% 7.8%
　11冊～100冊 42.9% 50.6% 45.2% 49.8% 54.8% 48.2% 50.2% 57.0% 47.6%
　101冊～500冊 34.1% 31.0% 35.2% 27.5% 20.6% 34.7% 26.3% 22.4% 35.7%
　501冊以上 7.6% 5.7% 8.4% 6.0% 7.1% 9.0% 6.2% 4.7% 8.8%
N 440 88 4422 755 155 5081 633 107 5269
*　調査年度ごとの読解力と家族構造の分散分析の結果はそれぞれ，PISA200:F=7.80，PISA2009:F=31.38，PISA2012:F=17.47．いずれも1％水準で有意．
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的資源の関係は 2009 年，2012 年では確認されるだろうか．
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 4．3 累積データによる分析 
以上の結果から，ひとり親世帯で暮らす子どもの読解力形成の規定
構造に何らかの変化が生じていると考えられる．しかし，これまでの
分析では 3 つの異なる時点のデータを別々に分析しているため，3 時
点間の家族構造の影響に有意な差があるのか検討できていない．こう
したことを検討するため，3 時点のデータを 1 つのデータに累積させ，
家族構造と調査年との交互作用項を加えたモデルで分析を行った．そ











おり，2000 年の母子世帯の不利が，2009 年，2012 年でさらに増大し，
その差も統計的に有意であることが示された．一方で父子世帯は，主
効果が有意であるものの，調査年との交互作用項はいずれも有意では
ないため，読解力形成における父子世帯の不利は維持されている．   
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ることがないのか，など慎重な議論が望まれる．   
最後に父子世帯についてだが，本稿の結果では一貫した傾向がなく，
2000 年と 2012 年の結果は共通している部分が多いが，2009 年はその
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The Effects of Single-Parenthood on Children’s Reading 
Literacy 




Graduate School of Humanities, Tokyo Metropolitan University 
 
Using the data from Program for International Student 
Assessment, this paper examines the effects of single-parenthood 
on children’s reading literacy in 2000, 2009 and 2012．  
Previous studies found that children from single-parent 
families had educational disadvantages because they are suffering 
from poverty． This is called” economic deprivation hypothesis”, 
and this paper test the hypothesis analyzing PISA2000, PISA2009, 
PISA2012．  Testing same analytical model in these data, we 
investigate whether relationships between single-parenthood and 
economic resources change or not．  
As a result of the analysis, the following are found． (1)  
Children from single-parent families have lower reading literacy 
than those from two-parent family． (2) The disadvantages of 
father-absent families have increased from 2000 to 2012．  And 
we are unable to explain the negative effects of father’s absence 
on children’s reading literacy only with the shortage of economic 
resources．  (3) The disadvantages of mother-absent families have 
decreased from 2000 to 2012．  
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